
























アンケート実施 ： 令和7年5月 12日～５月31日まで

対象者 ： ３１地域づくり協議会の会長、副会長、事務局長

（144名）

回答者 ： ６５名
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1. 地域の慣習や伝統による影響

・地域の長年の慣習

・この地域の伝統的な考え方

・むかしながらの風習や習慣が定番になってしまっている非常識化

・過去からの流れによるもの

・慣例、固定観念

・「これがふつうでした」

・「以前からの慣習」

・「地域の特性かな！」

・「選考されていることなので何とも言えない」

2. 地域環境による女性の社会進出への制約

・女性が社会に出にくい地域環境

・各世帯の代表として会合に出るのは、世帯主または長男など男性であることが多い

・時間が家事等の都合で参加しにくいのではないか

・家庭の理解がもらえない

・成り手がいない

・地域づくり協議会のメンバーが高齢者中心になっており、従来の習慣や価値観が変

わりにくいため女性の登用が難しい
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3. 性別役割分担意識

・まだ男性社会である

・女性は家に入って親の世話をするものだという風潮がある

・女性は子どもの世話をするものだという風潮がある

・外のことは男性、内のことは女性の意識（分業が効率的）が強い

・男性に地域の役職を回す慣行が根付いているため

4. 女性側の意識・傾向

・女性が控えめであるように思う

・女性が率先して就任されない（遠慮される）傾向が強い

・女性が控えめな（リーダーになりたくない・できれば目立ちたくない）人が多い

・女性のわがまま

・女性は消極的な社会参画

・活動に参加可能な女性が少ない

・女性の参加意欲が低い

・女性の理解力不足

5. 役職への懸念・負担感

・責任の重いものも嫌がってしまう

・役職に就くと負担が大きくなるうえに、時間の拘束、休日の活動などにより不自由

さを感じるから

・「役員になりたくない」「世話方は面倒だと思っている」人が多い

・女性が地区の世話役を避ける傾向が加速化している

・損得を優先するものの考え方も一因

6. 地域での男女比率や役職状況

・各種団体の会長が男性が多い

・各種団体の長はほとんど男性

・民生委員や福祉推進員、防災士は女性が活躍

・町内会の廃・統合により男性中心の組織となった

・事務局長と兼務する部会で男女のバランスは６：４／５：５

7. 地域の課題・アプローチ不足

・女性の地域進出を狭める妙な平等感がある

・性別固定観念を問題視せず、多様な意見を重視していない

・女性へ社会参加へのアプローチ不足



・女性自身の参加意欲が弱い

・地域内の女性は控え目な方が多い

・地域での女性登用の意識が低い

8. 人材不足・若い世代への課題

・若い人たちになかなか受けてもらえない

・人材不足

・活動に参加可能な女性が少ない

・適材適所で選出しており、問題はない

1. 家庭内での共同意識と役割分担

・家庭内での共同意識と役割分担

・家事は女性が行うものという風潮が強い地域性が大きく関係している

・若い世代では夫婦で家事を分担する傾向が強くなってきているが、時間がかかると

考える

・特に主婦の方は家庭の理解が必要

・配偶者の理解と、家事の協働

・女性の家事を他の家族が分担できるように社会全体が変わる必要がある

・夜の会合が当たり前になっているので、それを覆せる環境が必要

・地域づくり協議会行事に家事や子育ての女性でも参加しやすい工夫が必要

・若い人であれば子供を見てもらえる場所があれば良い

2. 男女共同参画の推進

・性別にとらわれることなく個性が尊重される地域づくりの推進が必要

・男女共同参画が時代の流れのようになっているが、女性役職を引き受けてくださる

人が少ない

・女性が一家の代表でも良いという意識改革が必要

・各集落内から意識改革を促し、役員は男女同数とする取り組み

・女性の協議会メンバー増員や意見を言える環境・体制づくりが必要

・男女共同参画の研修会の実施



3. 意識改革や社会文化の変化

・男性の理解、女性の理解が必要

・女性の意識改革が必要

・女性が就ける役職を増やすが、なかなか頼みにくい

・男性の意識を変えていく必要がある

・実績を認める文化をつくることが必要

・女性の役員が増えない原因・理由の正確な把握と対策の立案が必要

4. 規約や仕組みを利用した促進策

・規約で役職定義に副会長には必ず女性を登用する条件記入

・各部会では女性推薦枠を指定

・各集落選出の役員を男女各1名とする取り決め

・複数の同役職の内、何名は女性とする等の取り決めをつくる

・女性が一家の代表でも良いという意識改革を促進する明確なルール設定

・地域の規約や取り組みを見直し、女性の登用を増やす努力

5. 女性参画の障害・環境整備

・女性が役職を引き受けにくい理由（時間的余裕や報酬問題）

・報酬が最低賃金ぎりぎりではメリットが無い

・家事や子育ての女性が参加しやすい環境づくり

・女性や子どもが参加できる行事を企画し、運営スタッフとして女性の参加割合を増

やす

6. 人材発掘・勧誘

・有能且つ意欲的な人材発掘が必要

・意欲的な方を探す

・積極的な勧誘活動

・ファーストペンギン（新しい取り組みに先駆ける人材）を大事に育成

・元気いっぱいでやる気満々の女性リーダーの活躍が鍵

・前職でのキャリア抱負な人材の発掘

7. 段階的な拡大と仕掛けづくり

・女性が役員会などに参加し、周囲に認められる経験を積むことが重要

・まずは交流の楽しさを感じる行事づくりと参加促進

・将来的に民生委員や部会長などに増員する方向性



・部会や活動を通じて女性の参加を増やし、役員登用につなげる

・少しずつ増えているので現状の流れを進める

8. その他の提案・方法論

・デジタルスキルを持った女性を地域活動に取り込む施策

・地域活動への参加と接点を増やす仕掛けを作る

・女性が参画し易い施策を実施して成果を確認する

・行事づくりを参加しやすくする方向で検討

・部会長や副部会長のどちらかを必ず女性にする

1. 女性登用における課題や現状

・ぜひとも女性に役職を進んで引き受けていただきたい。

・女性の自治会長を増やすのは容易ではない。

・女性の参画がしやすい活動グループの代表者を地域づくり協議会の幹部組織に入れ

ることで徐々に割合を増やす。

・女性ならではの視点も必要で、男だけではダメだと思う。

・「その方はどういった人なのか」を周りの方々に分かってもらうことが大切。そう

すれば女性登用にもつながる。

・最近は「女性だからダメ」といった意識は以前から見ると低くなっている。

・女性一人では辞退されるので、二人以上に声かけを行う。

・今の事務局体制では、リアルタイムで勤務している女性役員は負担が大きく無理。

・女性ならではの視点で発信できる地域課題への問題意識を持つ機会を検討し、その

解決策を考える体制づくりを構築する。

2. 役職登用に関する意見・提案

・無理矢理登用する必要はない。

・男女共同参画、ジェンダーギャップ解消などを理由に女性を登用すれば良いという

ことはおかしい。

・ジェンダーギャップ解消を「しなければならない」という考えは必要か。



・適材適所でやるべきで、性別にこだわる理由はない。

・固定観念や偏見にとらわれることなく適材適所での参加が実践される組織風土の醸

成。

・男性だとか女性だとか言うこと自体がナンセンス。情熱とやる気が大切だと思う。

3. 地域の環境や社会的要因に関する課題

・地域活性化を図るには女性の参加と意見が必要であるため、役職の女性登用は重要。

・社会環境的に女性の活躍する場が増えてきているので、今後増加すると予想される。

・南砺市に長く住んでいる人たちは、昔ながらの男女それぞれの特性を活用し生活を

分業協力している。

・地元の行事と市からのつなぎの仕事が多種にわたる。

・家事との両立をどうするのか。

4. 待遇や働き方に関連する問題

・事務局長の手当てが安い。役に役が付いて出て行く会合が多くなるので、整理でき

ないのか。

・夜の会合も多い。

・地元の行事と市からのつなぎの仕事は多種にわたる。1,500円／時は必須。

・事務局長には女性の方々が大勢活躍しており、今後も伸ばしていきたい。

・令和7年度の総会で副会長を男女1名ずつの2人体制とした。

・他にも女性に役職に就いてもらいたいが、了解してもらえない。

5. 個人の意欲と役職登用のプロセス

・自分からやってみたい、やりたいと思っている人にどんどんやってもらう。

・「自分でやってみたい」「こうすればよい」と前向きに取り組む方にやってもらいた

い。

・周りの人がサポート・協力することが大事。

・女性側においても積極的に就任する努力が必要。

・「その気があるかどうかが大きなポイント」。

6. 時間と世代変化の視点

・徐々に若い世代が地域の担い手になっていく。

・現代の若者は家事や子育てなどで男女区分なく対応できるようになりつつある。

・男女共同参画は焦らず時間をかけても良い。

・会として地域活性化を図るためには女性の参加が必要。



7. 提案と具体的な改善策

・最近は「あの人なら大丈夫」と思ってもらえたら女性登用につながる。

・積極的な声かけを行い、家庭の負担への対応も考慮する必要がある。

・女性の参画がしやすい活動を企画し、徐々に割合を増やす仕組みを構築。

・女性が「嫌がる方」には無理を言えない。特に会長職は出席依頼が多く出にくい。

・男女共同参画の講演会や啓発活動の中で無理やり考えを押し付けないこと。

8. その他（意見なし・特筆なし）

・努力は必要。

・特にありません。




